
幅広い教養
医療分野の基礎知識
作業療法の基礎知識

1年次

専門分野を学ぶ上での
基礎学問
作業療法評価技術

2年次

障がい特性
生活障がいの評価
援助技術

3年次

作業療法実践における
専門技術
作業療法士の資質

4年次

分野ごと段階的に学ぶ「ステップアップ・カリキュラム」

作業療法評価学概論Ⅰ・Ⅱ

共に学び合える本学の学び

作業療法治療学実習Ⅰ・Ⅱ 卒業研究

作業分析学

作業ができる
可能性を探る。

作業療法支援を
実践で学ぶ。

障がいがある方の能力を確認する
方法を学びます。身体の運動機能
から精神機能、生活機能等幅広く
学びます。

地域で暮らす障がいを持つ方に大
学に来て頂き、作業療法に必要な
評価技術や支援を検討するための
道筋を学びます。

作業療法の
最大の特徴となる
作業について学ぶ
実際に体験しながら人間が行う生
活行為の意義、分類、特性を学び
ます。

生活を
科学的に捉える。
障がいのある方がその人らしく過
ごす方法を調査、実験等から科学
的に捉えていきます。テーマは、学
生自身が選定し取り組んでいます。

対象者を招いての学内実習は
貴重な経験でした。

卒業生

※上記の（DP）とは、ディプロマポリシーを示します。

渡部 勝大さん
京都府立東宇治高校出身

整形外科学や内科学などでさまざまな疾患について学んだり、
作業療法評価学では各領域の評価について勉強。先生や学生、
障がいのある方と関わることができるスポーツイベント・プロ
ジェクトの運営もあります。施設な
どの実習が増えて学びの内容が濃
くなり、座学では学べないこともた
くさん知ることができました。

障がいのある方との関わりが増え
学びの内容が濃くなりました。

卒業生 渡辺 瑞生さん
滋賀県立石山高校出身

PICKUP

PICKUP PICKUP

PICKUP

教育課程編成・実施の方針【カリキュラムポリシー】 CP

ディプロマポリシーに示された要件を満たす作業療法士を育成するため、
履修系統図に示すような段階的、階層的学びを可能とするカリキュラム編成とする。
1 段階的・階層的に学び、また振り返りを可能にするカリキュラム編成とする（DP1、2）
教育課程および履修系統図に示すとおり、教養、専門基礎知識、専門知識及び技術、臨床実践能力が階層
的に修得できるように配置する。

2 作業療法学全体および国家試験体系におけるそれぞれの科目の位置づけを明確に教授する
（DP1、2）
本カリキュラムは学年制であり、各段階の習得が認められたうえで次段階へ進むことが出来る。
各段階で修得できなかった場合は、その段階の専門科目を再修得しなければならない仕組みとする。
科目や学習内容を、国際生活機能分類等を参考に、その位置づけと必要性を確認し教示する。
国家試験出題基準等をとおして、科目がどこに位置づけられているかが教授側、学生側の両者が確認できる
ようにシラバスに基準を記載する。

3 実践現場で十分な能力が発揮できるよう、実習や演習を講義科目と連携させ、知識と技術の統合
を図ることができる（DP1、2、3、4）
各学年に講義内容や学習段階に応じた学内演習および臨床実習を配置し、その前後にも学習機会を設けて、
知識と技術の統合を促す。

4 他者の主張や思いを理解して適切に対応する能力の習得が出来る（DP3、4）
経験と指導をとおして習得できるように、科目内や学年を越えたグループ活動を配置すること
で学生同士のコミュニケーションの機会を設ける。
また、対教員、学内作業療法実習による対象への対応、臨床実習における対象者、指導者、関
係者とのコミュニケーションの機会を提供する。

5 自ら学び探求する能力を養うための講義や演習を実施する（DP1、2、3、4）
卒業研究をとおして実践できるように指導する。
科目内や学年を越えたグループ活動により、探究する能力を養えるような課題を設定する。

※上記の　　は該当するカリキュラムポリシーです。CP

対象者の方が来校する学内実習では、対象者の方への接し方な
ど、自分の足りない部分を実感でき、臨床実習に向けてもっと勉
強しようとやる気が湧きました。対象者の方から「ありがとう」と
直接言っていただいたことも大きな
励みに。学内実習で学んだ知識や経
験を活かして、臨床実習に戸惑うこと
なく自然体で臨むことができました。
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作業療法学専攻 4年間の学び
プラス1
の想いOT 作業療法学専攻

4年間の学び

専門基礎科目：人体の構造と機能及び心身の発達 CP1,2,3

生理学Ⅲ・Ⅳ
生理学実習
運動学各論 運動学基礎演習

生涯人間発達学

基礎解剖学 解剖学基礎演習
運動器系の解剖学 神経系の解剖学

内臓系の解剖学
生理学Ⅰ・Ⅱ

運動学総論

保健医療福祉とリハビリテーションの理念 CP1,5
基礎ゼミナール

障がい者スポーツ入門
リハビリテーション概論 リハビリテーション医学 障害者福祉論 スポーツ医学

老人福祉論
感染症学
介護概論 チーム医療論

障がい者スポーツ指導論

科学的思考の基盤/人間と生活 CP1,5
情報処理学

生物学
医療情報学

物理学
統計学

文学
医療英語

国際社会と日本 教育学
生命論理

自然科学概論
福祉住環境論 法学概論

社会の理解
コミュニケーション・リハビリテーション学Ⅰ・Ⅱ コミュニケーション・リハビリテーション学Ⅲ

CP1,4

国語表現学
英語コミュニケーション

言語学

心理学

専門科目：臨床/学内実習

臨床見学実習 臨床評価学実習Ⅰ 臨床評価学実習Ⅱ 総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
地域作業療法実習

作業療法治療学演習Ⅰ・Ⅱ（学内）

CP1,3,4,5

専門科目：作業（療法）治療学/地域作業療法学 CP1,3,4

発達障害治療学Ⅰ・Ⅱ
老年期障害治療学Ⅰ・Ⅱ
作業療法技術論Ⅲ・Ⅳ
臨床ゼミナールⅢ・Ⅳ臨床ゼミナールⅡ

身体障害治療学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
精神障害治療学Ⅰ・Ⅱ

作業療法技術論Ⅰ・Ⅱ

地域作業療法学Ⅰ・Ⅱ 日常生活活動学国際リハビリテーション
臨床ゼミナールⅠ 総合作業療法学

作業療法評価学概論

専門科目：作業療法評価学
作業療法評価学Ⅰ・Ⅱ

CP1,3

専門科目：作業療法管理学
作業療法管理学

CP3

専門科目：基礎作業療法学 CP1,3,4,5
作業療法概論

作業療法総合演習Ⅰ 作業療法総合演習Ⅱ 作業療法総合演習Ⅲ
基礎作業学Ⅰ 基礎作業学Ⅱ

作業療法研究法・作業療法研究（卒業研究）

専門基礎科目：疾病と障がいの成り立ち及び回復過程の促進

内科学Ⅰ・Ⅱ
整形外科学Ⅰ・Ⅱ
臨床神経学Ⅰ・Ⅱ

精神医学 小児科学
老年医学

臨床検査医学
栄養学

病理学概論疫学公衆衛生学

CP1,2,3

高次脳機能障害Ⅰ・Ⅱ
臨床運動学

臨床薬理学

医療安全学 一般臨床医学
臨床心理学


